極地研ニュース 54 by unknown
亟地 研 ニュー ス54
1983年4月
23次越冬を終 えて
星 合 孝 男
昭和57年1月4目,一番機が68°11.8'S,39°16.7'E,
昭和基地の北方約90kmの 地点から飛んだ.そ の後,
ハンモックアイスに前進を阻まれ,ふ じは基地に接近で
きず,そ の上悪天候に災いされて,物 資輸送は思 うにま
かせなかった.17日までに空輸できたのは,みずほ夏旅
行隊に持たせる21.3トンと昭和基地への45.8トンだ
け であった.新 発電棟の基礎工事を始めたものの,資 材
がな く,基地にあった木材,鉄 骨を寄せ集め,現 地加工
しながら工事を進める有様となった。
一方,ふ じの位置は,18日,68°12.2'S,38°34.0'E
と,基地から遠ざかりつつあった.このまま,発電棟資
材の輸送に固執すれば,航空燃料の不足を来たし,越冬
観測,設 営資材の輸送に支障が生ずる懸念が出てきた,
場合によっては,発電棟工事を打ち切 り,夏期調査を縮
小しても越冬態勢の確立を図らねばならないと考えるに
至 った.23次観測を初年度とする中層大気総合観測計画
くMAP),　東クイーンモー ドランド研究計画,沿 岸生態
系における生物生産の基礎研究(BIOMASS)の3プロ
ジェクトを実行に移す責任があったからである.
しかし,事 態 は一 挙 に好 転 した.19日,ふ じは
68°40.0'S,38°51.0'E,基地から38.5kmの地点まで
進出して来た.以後は好天 に恵 まれ,輸送 も順調に進
み,2月1日 には22次越冬隊から,昭和基地の施設と業
務を引き継 ぐことができるまでになった.
だが,や はり,この出足の遅れは,様 々な形で23次の
越冬生活に影響を与えた.ヘ リポー ト下に仮置きした灯
油が,移 動の余裕のな い まま,例 年にない深雪に埋ま
り,掘 り出しに苦労 したのもその一例である.なかでも
一番被害の大きかったのは,生 物 グループで あろ う.
1,2月に夏隊海洋部門との共同観測を行 うことはでき
た.し かし,これは不完全なものであった.本格的な観
測には,観 測用のウインチ櫨,幌 カブース楡の組み立て
と海氷に観測用の穴をあける必要があり,観測機器の開
楓 設置,調 整もしなければならない.3月 に入ってか
らの天候の悪化が,遅れに拍車をかけ,こ れらの準備作
業が終って,5地 点での調査が可能になったのは,秋 も
深い3月末であった.南極海の生物現象は,短かい夏に
集中的に起こる.こ の絶好の時期に仕事はできなかった
わけである.
その後も天候は安定せず,観 測に出かけては天候の急
変に遇い,中断再開と何日もかけて1シ リーズ5点 の観
測を実施するという状態であった.そ れでも月2回 あて
の観測を行なった.10月以降12月中旬まで,気 温も上 り
天候 も安定 し,観測は順調に進み観測間隔を縮めること
もできた.だが皮肉なことに,今 度は好天が原因で,12
月後半,氷 状が急に悪 くな り,雪上車で趣を引いての観
測ができなくなってしまった.よ うや く植物プランク ト
ンの増加が目立ってきた時であった.止むを得ず,小 さ
なウインチを藤製の楡に積み,ス ノーモービルで牽引し
観測点への往復を行い,1月 の末24次との引き継ぎを兼
ねた観測を行 うに至った.2月 の調査が出来なかったの
は残念であったが,ほ ぼ周年,海 洋環境,植 物プランク
トンに加えて,動 物プランクトンとマイクロネクトンの
調査をすることができた.
越冬前半の悪天候に続き,8月 中旬から9月上旬にか
けての低温 も各方面に影響を与えた.特 に,9月1日,
昭和基地を出発した内陸調査隊は,度 重なる車輪故障に
難渋した.総 ての故障が低温に由来するとは言えないで
あろうが,低 温の影響が無いとも思われない.
まず最初の故障は,9月4日,昭 和基地が 一45.3℃
を記録 した日に,昭 和,み ずほ両基地の中間H262地点
で起 きた.SM506(SM型雪上車)の デフ(デ ファレン
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シャルギア)が 故障 し走行不能となった.時 に気温 一
53℃.この車は,内陸隊に同行 していたみずほ冬明け旅
行隊が昭和基地へ持ち帰 るこ と とし,H262に残置し
た.両 旅行隊は8日 にみずほ基地に到着した.物 資の補
給,人 員の交替を終え,冬 明け隊は17日置帰途につき,
翌18日には内陸隊がみずほ基地 を後 に した.第2の 故
障が発生したのは19日午後,YM9と10地点の間であっ
た.気 温は 一44℃であった.SM507の第1懸 架軸が
折れたのである.旅行隊はひとまずみずほ基地へ引き返
し,かねて第1懸 架軸にね じれの出ていたSM508を随
伴車とし,修 理のため昭和基地へ向った.SM509,510
はみずほ基地に残留 した.
SM507,508の修理を終えた内陸隊は9月28臥 昭和
基地を出発した.彼等がみずほ基地に着 く直前,30日の
昼すこし前に第3回 の敵陣が発生した.橡 編成中のSM
510がSM506と同じ症状で走行不能になった.気温は
一38℃であった.この車もSM508を先導にSM507に
牽引されて10月2目,昭和基地に戻ってぎた.
昭和基地にあった1セ ットのデフ予 備品 は,す でに
SM506に付けてしまっていた.し かし,510は旅行隊
が最 も頼 りにしてきた新車であ り,観測機器 も設置ずみ
であった.そ こで.506に一旦付けたデフを510に移し
替え,506には503のデフをはず して付けることにした.
なぜなら,503の懸架軸は,す でに,507,508に転用 し
ていたからである.
かくして背水の陣を敷いた内陸隊は,8日 に昭和基地
を発ち,9日 夜半にはみずほ基地に着いた.そ して,12
日,白癩氷河,や まと山脈へ向ったのである.以後は,
大きな雪面の起伏に悩まされながらも,大 きな故障にも
会わなかった.日射の増加,気 温の上昇など,環境条件
も向上し,白 癩氷河流線沿いの雪氷調査,G2点(71°
02'25"S,39°51/47"E)での浅層掘削,や まと山脈での
雪氷 ・地質調査,明 石探査,南 やまと地域での三角鎖測
量を無事に実施することができた.東 ク計画初年度の観
測を,まずは一応しおおせたわけである.内陸隊は1月
31日にS16地 点に到着,2月2日,無 事にピックアッ
プされた.
以上,23次越冬観測の全容に亙ることなく,生物 グル
ープと内陸旅行隊だけを取 り上げたのは,南極の自然の
厳 しさを改めて知らせてくれた代表的な事例と感 じたか
らに他ならない.こ こでは取 り上げなかった分野の隊員
も,それぞれに寒さと闘いながら,責任をはたしてきた
ことは,言 うまでもない.
(筆者:第23次南極地域観測隊越冬隊長,
国立極地研究所教授)
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昭和58年度予算の概要について 南 極 観 測 隊 便 り
一 第24次観測隊の近況一
昭和58年度予算は,去 る12月25日大蔵省 内示 が行 わ
れ,本 年4月4日 政府原案どおり成立した.58年度予算
は,前 年度に引続き政府の財政再建の厳しい基本方針の
中での編成とな り,文部省所管の国立学校特別会計予算
の伸び率も対前年度比57年度の5,82%から4,35%に圧
縮 される超緊縮型のものとなっている.このような状況
にあって,当研究所の国立学校特別会計予算(1,004,977
千円)の概要は次のとお りである.
1.組 織及び定員の整備
政府の行政改革の基本方針堅持の中であったが,次
のとおり整備が認められた.
ア.研究系の整備
極地気象学研究部門(客 員部門)の 時限到来に伴
う転換措置として,気水圏遠隔観測研究部門(客 員
部門)が58年度から67年度までの10年時限で認めら
れた.
イ.資料系の整備
限石の分類整理及び研究推進の緊急性に鑑み,限
石資料部門に技官1人 の増員が認められた.
2.研 究機器の整備充実
新規として 「オーロラ共役点モニタリング観測設備
(2年計画の第1年 次)」が認められ,そ の他前年度か
らの継続である 「計算機制御高速画像衛星データ処理
装置」の後年度分が計上 された.
3.共 同研究の推進拡充
特別共同研究は,57年度に終了した 「極域大気のエ
ネルギー収支の解析」に代わ り,7年計画の 「東 クイ
ーンモードランド地域雪氷 ・地学多重解折」が新たに
計上され,そ の他の経費についても引続き計上されて
いる.
4.極 地関係図書資料等の整備
前年度に引続き,「極地資料収集調査費」,「南極限
石の分類整理等経費」等が計上 された.
5.国 際学術交流の推進
国際共同研究経費として,57年度終了の 「高緯度電
離圏国際共同観測」に代わ り,3年計画 として 「共役
点ナ一口ラ国際共同観測」の実施が認められた.
6,観 測機器等の研究開発
「自然エネルギーを 動力とした 無人観測システムの
研究開発」の増額が認められた他,2件 の計画につい
ても引続き計上されている.
以上が主な予算事項の概要であるが,こ の他に学術研
究経費,運 営事務費等が計上されている.
1月に続き,2月 も比較的好天が続いたため,夏期作
業の後始末や越冬準備等の野外作業は順調に経過した.
2月1日 の越冬交替以降,残 務整理で残っていた23次隊
員と24次夏隊の一部も8日の最終便のヘリで 「ふじ」へ
引揚げ,基地は24次越冬隊だけとなった.
白夜も終 り,日照時間が短かくなるにつれ,寒 さも徐
々に厳しくなってきている.本格的な冬の到来を前に,
終えなければならない仕事がまだ山と残っている.建物
の補修,燃料や ドラム缶の整理,基 地周辺の清掃等,全
員作業に相変わらず忙がしい毎 日で あ る.2月10日に
は,か ねてより連絡のあった,ア メリカの南極査察団が
基地を訪れた.一 行のうちの1人 は昭和基地の土を踏ん
だ最初の女性 となった.
観測機器の説明を受ける米国査察団
また好天の影響で,オ ングル海峡に開水面が拡がって
きたため,夏 期間中,観 測,設 営に活躍 したピラタス,
セスナの両航空機は一時,運 航を見合わせることとし,
陸上駐機を行なった.
みずほ基地は夏季期間に2回 の物資輸送を行い,設営
観測全ての機材の搬入を完了した.同 基地での今年の大
きなプロジェクトは,雪面下500皿までの中層掘削で,
2月,3月 と,これに使用する発電機や掘削場の整備に
忙がしい毎 日であった。
24次隊だけの生活が 始 ま り,2か月が経過したが,
まだ生活の端々に不慣れな面が見 うけられる.しかし,
全員健康状態は良好で,日増しにた くましさが増してい
くのが感 じられる.
一方,昭和基地を離れた 「ふ じ」は,来 年か ら始 ま
る,東 クイーンモードランド計画のために,人員物資の
陸揚げの拠点となるプライド湾周辺の偵察を行なった.
鏡を張ったような紺碧の開水面を高さ40mの 棚氷が取
り囲み,昭 和基地周辺では見ることのできない景観を呈
している,
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1二.'kが突 出[.㌧
第23次 越 冬 隊 帰 国...一一
笏23次lfi極地 域 観 測 隊越 冬隊(星 合 孝 男越 冬 隊 長 ほ か
33名)は3」]2且日15時成lj1空港 に1年4か)Jぶ り}こ全員
無'li:帰国Lた －i狩 家 族,関 係 欝 多数 の 出迎 え を うけ
た 越 冬 隊 員 は 久Lぶ りに故 国 の空 気 を 満 喫 して い た,
第23次越 冬隊 は,傾 城 中 層 ノく気 総 合観 測 〔MAP).東
'コイー ンモ ー ドヲ ン ド地 域 イ1冴い 地 学 研 究 。1.IEI]i、111極沿
岸 ノヒ戴夏系 に.lslナるJl≡物 生 産 のjl讐礎 研r究　〔BIOMASS)　を
重点 項 目 と して 実 施 し 多 くの 成 果を あ げ た.向 隣 の貴1巨
な観 測 デ ーー クは ・1月20日に 帰1怨す る 観 測邪1ふ じ一 て.1.芋
ち 帰 られ る,
一 一第25次 観 測 隊 員 候 補 者 の 冬 期 訓 練
第25次南極 地 域 観}1[IJ隊員 候kl}.M－の 冬 期 訓 練 は,3月6
「1(1.Dから1〔1日(木)ま で,長 野 県 乗 鞍 岳 中 腹 のf":ヶ
原 山荘 をlll心と して総 員57名(内 隊 員 候lllj者39名)が参
加 して行 わ れ た.
雪 中 の 各種 訓 練 を1ノご施 し,観 測 隊 員 と して の適 応 性 を
把 握 す る こ とを 目的 と し,経 験 者 も未経 験 者 も:tl:いに 助
け あ い 全 日程 を消 化 した.こ れ ら の訓 練 を 通 じ て隊 員の
心 構 え の 体 得 や 隊 と して の チ ー ム17ーク作 りに も大 い に
成 果 が あ った.
な お,隊 員候 補 者は,身 体 検 査 等 を 経 て6月 中 頃 の 南
極 地 域 観測 統 合推 進 本 部総 会に お い て正 式 に 決定 され る
予 定 で あ る.
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シ ン ポ ジ ウ ム 報 告
第8回 南 極 陽 石 シ ン ボ ジ ウ ム ー-
1983年2」]17日よ り19日ま で,)[1研究 所61;皆`llllll'〒;i:に.F3
い て,塘8川 南 極限 石 シ ンポ ジ ウ ムが1問罪され た,発k
数58件,参 加 者実 数 は,79人 で あ った.こ の うち イギ リ
ーJ・,ボ ー ラ ン ド,ア メ リカ,韓1司の4ヶ 国 よ り8人(内
2人 は招 待 音)の 科.学者が 参 加 し,年 々州 際 シ ン・1ミンウ
ム と しての 評 価 が 高 まoて い る .発 表 も、探 査,分 類.
Vlfi学.鉱物 γ:,化学,宇 宙{ヒ学.物 性,年 代学,岩 石
磁 気学 な どの 多岐 に わ た ると と もに,「 あ る種 の 開 白が
火 星 よ りもた ら きれ た ・∫能 性 が 強 い一.とい う 発 表 や,
「ダ イ ヤモ ン ドの.・部 に は,地 球 生成 当時(約45砿 ぞ1う前)
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の年代を示すものがある」という発表があるなど話題に
富んだシンポジウムとなった.
講演論文は,当 研究所発行の英文報告の特集号 として
公表される予定である.
1.　Yoshida　Y.　und　Susaki　K.　Sea]℃h　for　Yamalo
　 　 Mctcorite　i【l　Dcccmber　1981
2,　Masoll　B.　alld　Ya1面K.　 A　Rc、.iew　of山cYamaω ・
　 　 　 74　McteOrite　Collection
3・　 Yanai　K・　and　Kojirnlt　H・　 A　RCPorl　of　Pr`}ccssiT]9
　 　 　 0tl　thu　Yamato・79　Mctcori【es
4,　Takcda　H,　 P爬lilni1⊃ary　Mineralogical　F.xuminu.
ti〔)[1　0f Yilrnat{D.ノ、cllon(11'ites　(ll);　the　SecOnd
　 　 　 Vicw
5.　KojimaH,三uldYanaiK.　(:lassificatic)lmfUncqlli-
　 　　 1ib1・a【cd　(:hOIld1."cs　in　the　Yalnato　、leteo1.ile
　　　　 ColtCCtions
6.　Matsumoto　Y.　Yanui　K.　lmd　Kojima　H.　 A　Stoll}.-
　 　 　 Iron　Metcoritcr　YamatO・75274
7.　Yanzti　K.　Mxtsurnot{)　Y.　alld　Kojim;t　H.　 ()li、.hlc.
、.Vhitlockitc　Clasしill　【hc　Y・75097　1,6・(:hondrite
8.　Miura　Y.　Slnhh　D.　G,　W.　alld　Lalmspach　S.　Thc
　 　 　 Ni,　Fc　and　Co　Co`[【cntS　〔}f　]lclal　Phases　ill　the
　 　 　Allcnde,　Holbrook　und　Nue、.o　Mcrcu1・io　Chond-
　 　 　 rltes
9.　Nakamura　N.　Nishikuwa　Y.　TcrakudoY,　GotoY.
Ok三mo　O、　and　Hollma　H.　Rb・SI・　Isotopic　S)・s-
temllttics　【,f　the　Anturctic　H　ChOIld】.itじs
"1.　Clurkc,　Jr.　R.　S.　The　L:こzarcv　Anturctlc　Mcte-
　 　 　 oritc
lL　Mori　I.L　and　Takedu　H.　 A　S【ud》・　o正Shock-P1'o・
　 　 　 duccd　Veins　in　O1・dina1・y　Chondrites
12,　Takahashi　E,　Ito　E,　alld　Matsul　Mcl加gofa
　 　 　 Yamato　L3　Cholldrite　(Y-74191)　at　High　Prcs・
　 　 suTcS;　Part　1,　Mcldng　Relations　up　to　30　kbar
l3,　Kimura　M.　 Chemical　and　Petrologic　Relations
　 　 　 betwcen　Constitucnt　Units　in　ALH・77249
　　　　Chondri【c　(L3)
14.　Matsunami　S,　A　No【c　on　thc　Inclusion　正ALH・
　 　 　 77004:　A　 Sllrfacc　Regolith　of　L　 Chondritic
　 　　 Parent　Body
15.　Wood　J.　A,　Formn【ion　of　Chondrules　and　CArs
　 　 from　Interstcllar　Grains　Accreting　to　thc　Solar
　 　 　 Nebula
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レ 来 訪 著 く
1月11日　 Mr.　OWENS,　C.　(米国立科学財団東京事務
局長)
1月18日　 Dr.　BAZHEV,　A.　(ソ連 科 学 ア カデ ミー地
理 研 究 所 研 究 員 兼 北 コ ー カサ ス観 測 所 長)文
部 省 外 国 人 招 へ い 研 究 員 と して3月17日 まで
滞 在
1月25日　 Dr.　RICHARDS,　」.　(英国 大使 館 文 化 部)
2月13日　 Dr.　JONES,　D.　(英国 南極 調査 所 研 究 員)
2月17日～2月19日 第8回 南 極 明 石 シ ンポ ジ ウム 出 席
外 国人 研 究 者
Dr.　WOOD,　J.(スミソ ニア ン天 文 台 研 究
員)
Dr.　BOGARD,　D.　(NASAジ ョン ソ ン宇宙
セ ン タ ー研 究 員)
Dr.　PRINZ,　M.　(アメ リカ 自 然 史 博物 館研
究 員)
Dr.　LANG,　B.　(ワル シ ャワ大 学 化 学 部 教
授)
Dr.　CLARK,　R.　(ス ミソ ニア ン 自然 史 博物
館 研 究 員)
Dr.　FISHER,　R.　(USス チ ール 研 究 所 研 究
員)
Miss　GRADY,　M.(英 国 ケ ン ブ リ ヅヂ 大 学
地 球 科 学 部 助 手)
李 大聾Lee　Dasung　(韓国延 性 大学 科 学 部
教 授)
2月25日
第23・24次 月 例 報 告 〈58年1・2月 〉
1月2日から24次隊の空輸が本格的に始まり,22日に
終了した.こ の間23次隊は荷受けに従事し,並行して随
時引き継ぎを行ない,雪 上車の組み立て,30mア ンテ
ナ建設等の作業にも協力した.
2月1日,23次隊から24次隊へ越冬交代が行われた.
また,同 日故福島仲隊員の慰霊祭を行った.昭 和基地で
の夏期オペ レーションは順調に進み5日 に完了し,8日
最終ヘ リが飛びたった後,ふ じは反転北上 した.
観測報告
測地:1月16日から19日に渡 り,東tン グル島内の一
等水準測量を実施した.20次隊が設置した基準点路線に
傾斜計脇の3点を追加し,金属標を埋めた.2月 下旬に
は,た ま岬地区の測量計画を実施 した.
雪氷123次隊のみずほ基地における地吹雪観測は1月
7日,日射観測は11日,蒸発量測定は24日に,それぞれ
終了した.9本 雪尺の測定は24次に引き継がれて31日ま
で行った.24次隊に交代してからは,昭和基地では氷縁
観測のコース図を作成し,みずほ基地においては東 クイ
ーンモー ドランド研究計画に基づく基地周辺の雪氷調査
を実施し,またボーリング場建設は完了し,ボーリング
機器の組立を行った.
環境科学:生 物では定点観測点St.3にて潜水調査を
実施し,海氷直下の照度測定およびプランクトン採集を
行った.ま た定点海洋観測を行い,St.1,3,4において
各層採水 ・各 層観 測 ・ツインネット採 集 を行った.ま
た,観 測点へのルー ト工作及び氷状偵察を実施 した.
設営報告
燃料消費内訳
1月
区 分 一
消費量 残 量
普 通 軽 油16・848177・724i13・OO7
灯 油 3,20510,330
単位;t
Mr.　BRAVO,　E.　(チリ大 使)
Mr.　REMORO.　P.　(チ リ大 使 館 領 事)
一...一..
2月
一.
消費量 残 量
　ri
・3…7i2盟 ・7・7
..
2,79757,533
2月8目夏期隊員宿舎を閉鎖 した.新発電棟は,3ト
ソクレーン配線以外は完了した.航空機関係では,海氷
状況が悪化したため,新 発電棟前の陸地を整地 し,係留
ポイン トを設置して陸上駐機場を作 り,セスナ ・ピラタ
ス両機を陸上げ駐機した.ま た,両 機とも運航休止中の
点検(50時間検査)を 実施した.医 療棟前の物置場に医
薬品庫を新設し,第9発 電棟に分散していた医療品を置
くなど緊急医療に備え整備を行なった.ま た,医療棟の
暖房機を従来のポット式からFF型 に変 え る と共 に,
窓,天 窓を取 りつけるなどの改善を計った.
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南 極 月 別 気 象 資 料(MonthIy　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(℃)
最i[':irl(言」猛(Max.　temP,)　(?Cノ
最 低 気 温(Min.　 temp.)　(℃ノ
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,
　　　　　　　　　　　sea　leveD　(lnb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 v.lpour　prcssu・e)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidi亡y)(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/S)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
1月(Jan.)2月(Fe1〕.)
0.3-3.0
G.9
一6 .2
991.8
3.8
61
4.1
3.6
一10 .6
991.0
3,3
67
8.4
23.9(3{},ENE)27.6(21,ENE)
みずほ基地(Mizuho
1月(Jan.)
-17
.3
一1 .4
一27 .4
741.4
89544)
2月(Fel〕.)
一.劉,8
一12 .8
一39 .9
737.7
Cstation　I〕ressure)
9.4 9.4
24.8(30,E}18.5(3,E}
31.1(30,ENE)33,5(21,ENE)
平 均 雲ll;:(Meancl()udcover)(1/10)4,4
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)　 7　 4
1}1魑い ・--A"i・/'i,t'1.."-b-'1'/"・"t..Wt.'"噛1甲)...,'VA-t噛:噛 ・-1'1,t～A～,1Ψ1-.,N-N・f・1叩 戸 .一 －Ai.:…..・ 、 一 ～ ㌧ ㌔ ・》
!
1【 豆 事 典】
ミ 「北極 と南極のオーロラ」
》 一____、'n.t'tw「..'《
北 半球 の オ ー ロラ
オ ー/"ラは 高速 の 荷電 粒1"が地 球 の 磁 気圏 か ら磁 力 線
1に沁 舗 極 ・北極j峨 の 埣 の超高、鉄 気・椰 する
ミことによって起こる発光現象である,そ こで,・ 本の磁
{
ミ力 線 で結 ば れ た1菰北 向'i',bRの地 上 観 測 点(こ れ を 地 磁 気
,
t共 役点 とい う)か らは,・ 般 に 同 じ よ うな 形 の オ ー[・フ
,
1を 同時 に 見 る こ とが で き る,図 は ト暫北 面 半 球 で 同ll、知こ撮
ミ似 た・一。ラ珈 チ.,、願 である.し かしパ 蝕
》
1で の オ ー ロ ラ活 動 を 詳 細 に 調 べ る と,そ の 明 る さ や形,
出 現 領域 な どが ・致 しな い場 合 がか な り観 測 され る.
l　 ti'-Ptラの共 役 性 に つ い て 」見在 ま で に 明 らか に な って}
い るの は,1迦 徽1働 が ・1舳槻 時 に は共 伽:が 極 め
な
1て良い.2)t-Pラ嵐などが発達する地磁 気擾 乱時 に
へ
1は'」('役点におけ硫 馴 し'醐雑で・一対'の 那 が
Ψ …-ii-、s叩'P"一 一.1叩..`一'A-一－N叩.,e"N-一 －s－物 ・"N-"t,,
層Ste.rd－手㍗'1.P/pN--i「、'F"「.t't--N.,〆.
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箆 三 、t't、tt　　　鞭 伽 ….ll
・肝 球 の オ ー ・ラ{
っ か な くな る こ と もあ る.3)t,-1・ラの 明 る さ は地 球 の ミ
[舖 磁 場 鰯 い 地1、脳 病 棚 く輝 く.し 儲.,て,　 E,{ITIrミ
基 地 とア イ'1.ラン ドの 共 役点 で は昭 和 」、ζ地 のJiが7,000
ガ ンマ ー も磁場 が 弱 い ため 昭 和基 地 で は 明 るい オ ー1'tラこ
が 観 測 され る 。 とに な る.l
i南 北 で オ ー ロ ラの非 対 称 性 が 起 こ る原 因 と し て は ,1
{
1)地球 内 部 磁場 の[鯛ヒ非 対 称1'1三,2)太陽 圏 に よ る地 球 儀 モ
鋼 形励 眺 非彌r1璋)磁鋼 と電離圏と糸、1諭磁1
～
YJ$V・7E?fiの・眺 」開 所t'k・4)地」・3・°°°～1°・()°°km付 ミ
近に存在する加速領域の南北非対称性,な どが疹えられ ミ
・… 逆・,わ ・ラ轍 ・・剛 嶋 ・とはバ
ー・ラの発'機構の綱 につなカ:るため一 腋 欄 順 ミ
重 要 な 手 段 であ る.ミ き
'"」 刑 一 伸'-」",一 －P-""'.,1【-4～F押...:""蝿、-hり {.一、.t.NVA.,"、ま1
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